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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2022年６月30日に提出いたしました第14期（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）有価証券報告書の記載事項

の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

注記事項

（収益認識関係）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【注記事項】

（収益認識関係）

　　（訂正前）

（前略）

３　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計年度末

において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

(1）契約資産及び契約負債の残高等

（中略）

　過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の額は、15,509百万

円であります。そのうち、主な発生理由は、契約変更による取引価格の変動及び履行義務の充足に係る進捗度の見

直し等の結果、当連結会計年度において収益の額を累積的な影響に基づいて修正したためであります。

（後略）

 

　　（訂正後）

（前略）

３　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計年度末

において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

(1）契約資産及び契約負債の残高等

（中略）

　過去の期間に充足（又は部分的に充足）した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の額は、8,398百万

円であります。そのうち、主な発生理由は、契約変更による取引価格の変動及び履行義務の充足に係る進捗度の見

直し等の結果、当連結会計年度において収益の額を累積的な影響に基づいて修正したためであります。

（後略）
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